


















































The relationship between the consciousness of middle and high school students about 
the origin of the Korean and government-published textbook “National history”
金　相　勲（稲田奈津子　訳・三上　喜孝　解説）
Kim, Sang-Hoon ; INADA, Natsuko (translated), MIKAMI, Yoshitaka (interpreted)
キーワード：韓国人の起源、国史教科書、姓氏、民族、檀君、高句麗、新羅
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０ （0.0%）10 （3.5%）124 （44.0%）44 （15.6%）88 （31.2%）16 （5.7%）１年生
3 （1.0%）7 （2.5%）118 （41.4%）56 （19.6%）92 （32.3%）9 （3.2%）２年生




7 （2.5%）9 （3.2%）15 （5.3%）4 （1.4%）25 （8.9%）222 （78.7%）１年生
9 （3.0%）13 （4.6%）13 （4.6%）3 （1.1%）27 （9.5%）220 （77.2%）２年生
16 （2.8%）22 （3.9%）28 （4.9%）7 （1.2%）52 （9.2%）442 （78.0%）計
④現在の韓国に最も大きな影響を及ぼした古代国家はどれだと思いますか？
その他・
無回答　伽　耶新　　羅百　　済高 句 麗古 朝 鮮区　分
1 （0.0%）4 （1.4%）79 （28.0%）10 （3.5%）125 （44.3%)64 （22.7%）１年生
2 （0.7%）10 （3.5%）98 （34.4%）10 （3.5%）121 （42.5%)43 （15.1%）２年生



















あると答え、以下は 朱 蒙 （訳者注：高句麗の
しゅ もう
始祖） －朴 赫 居 世 （訳者注： 新 羅 の始祖） －金
かく きょ せい しら ぎ
 首 露 （訳者注：金官 伽 耶 の始祖） － 温 祚 （訳者
しゅ ろ か や おん そ















































































　私たちの祖先は、おおよそ中国の 遼 寧 省・
りょう ねい














































本文のあとには『 三 国 遺 事 』（訳者注：13世














































































































































































































































































































































































についての話に先立ち、高句麗の 薩 水 大 捷 
さっ すい たい しょう



























































積極的に対抗し、唐の軍隊と 安東 都 護 府 を遼
あんとう と ご ふ
東地方に追い出した。
　折しも、唐の苛酷な収奪に悩まされていた

























































































































































































に伴って新羅は北方警戒を強化し、 黒水 部 靺
こくすい ぶ
鞨も唐と連携しようとした。そこで渤海は、
まず 張 文 休 の水軍によって唐の 山東 地方を攻










うとした。渤海が首都を 中 京 から 上 京 に移し

























































































































































1894年の 甲 午 改革（訳者注： 高宗 代に開化派
こう ご こうそう























　　　13.8 5,565100.0 45,985100.0 40,420全　　国
　　△ 0.413.1 3,40364.1 29,45664.5 26,05310大姓氏
11△ 0.113.0 1,14121.6 9,92621.7 8,785金
220.013.5 81014.8 6,79514.8 5,985李
330.013.4 4598.5 3,8958.5 3,436朴
440.013.4 2564.7 2,1704.7 1,913崔
550.012.9 2294.4 2,0104.4 1,781鄭
66△ 0.19.0 862.3 1,0442.4 958姜
77△ 0.112.3 1082.1 9852.2 877趙
880.013.7 1142.1 9492.1 834尹
990.013.5 1092.0 9192.0 810張
10100.013.4 901.7 7631.7 673林
　　△ 0.313.2 4,20478.2 35,95078.5 31,74620大姓氏
11130.014.1 871.5 7071.5 620呉
1211△ 0.112.1 761.5 7041.6 628韓
13120.012.4 771.5 6981.5 621申
14140.013.5 831.5 6941.5 611徐
15150.014.9 851.4 6521.4 568権
16160.014.2 801.4 6441.4 564黄
17180.014.6 811.4 6381.4 556安
18170.013.8 771.4 6341.4 557宋
19190.018.5 941.3 6031.3 509柳
20200.013.3 611.1 5191.1 458洪
　　△ 0.313.4 5,13894.4 43,40594.7 38,26750大姓氏



















































































































































































































姓 氏 本 貫
20001985％p％　構成比　構成比　
　　－13.8 5,565100.0 45,985100.0 40,420全 国 計
　　△ 1.210.8 2,14147.6 21,87748.8 19,73620大姓氏本貫
　　△ 0.611.5 1,33628.1 12,92828.7 11,592100万名以上
　　△ 1.011.1 1,87240.9 18,79941.9 16,92750万名以上
11△ 0.39.5 3589.0 4,1259.3 3,767金海金氏
22△ 0.112.1 3276.6 3,0316.7 2,705密陽朴氏
33△ 0.29.7 2305.7 2,6105.9 2,380全州李氏
440.014.0 2133.8 1,7373.8 1,523慶州金氏
550.117.1 2083.1 1,4253.0 1,217慶州李氏
67△ 0.111.4 1002.1 9772.2 876慶州崔氏
76△ 0.22.7 262.1 9672.3 921晋州姜氏
88△ 0.111.5 861.8 8371.9 751光山金氏
990.010.4 671.6 7141.6 647坡平尹氏
1010△ 0.17.6 451.4 6431.5 598清州韓氏
11110.012.6 701.4 6291.4 559安東権氏
12120.09.7 531.3 5911.3 539仁同張氏
13140.120.9 891.1 5131.0 424金寧金氏
14130.08.0 371.1 4971.1 460平山申氏
15150.012.3 511.0 4691.0 418順興安氏
16160.06.6 281.0 4421.0 415東莱鄭氏
1717△ 0.17.8 310.9 4291.0 398達城徐氏
1818△ 0.16.8 270.9 4251.0 398安東（旧）金氏
19200.012.1 460.9 4230.9 377海州呉氏








東権氏は、 金 閼智 （訳者注：慶州金氏の始祖
きん あっち
で、金の小箱から誕生したとの神話を持つ）



































































































































































































































































































28 韓 国 学 中 央 研 究 院 ホ ー ム ペ ー ジ
（htp:/www.aks.ac.kr/aks/Default.aspx）、「姓
氏と本貫」の項。
29 宋俊浩『朝鮮社会史研究』一潮閣、1995、101～
102頁。「新羅王室系である朴氏や金氏が、全
国各地に分散することになった経緯に関して
は、いくつかの説明がなされてきた。新羅王室
が政策として王子・王孫を分封の形式で国内の
各要地に送ったとする説、または王子・王孫が
中央での政乱を避け自ら進んで、あるいは流配
されてやむを得ず地方に下ったとする説など
がある。また新羅が滅んだ後の事ではあるが、
高麗太祖王建が彼ら新羅王族たちを全国的な
規模で各地に「分処」したとの伝承が事実であ
れば、それもまた分散の歴史を裏付けるひとつ
の説明になるであろう」（同書、102頁）。
30 宋俊浩、前掲書、104～105頁。
31 『清州韓氏世譜』によれば、箕子の第48代孫に
友諒・友誠・友平の３兄弟がいたが、彼らがそ
れぞれ鮮于氏・奇氏・韓氏の元祖になったとす
る。また徐氏の都始祖である利川徐氏の始祖は
新羅人の神逸であるが、彼も箕子朝鮮最後の王
の後裔であるとしている（清州韓氏中央宗親会
ホームページhtp:/www.cheongjuhan.net）。
32 統計庁、前掲資料、〈附録３〉。
33 『萬姓大同譜』では、扶餘徐氏の始祖を百済義
慈王の太子である扶餘隆とする。百済滅亡後に
唐に入り、唐の高宗から徐氏の姓を受けたとし、
その後裔である存が中始祖、秀孫（訳者注：一
般には扶餘徐氏の始祖とされる）はその11代孫
と記録されている。
34 これと関連して、李鮮馥の次のような指摘があ
る。「『5000年単一民族』が科学的・歴史的な
事実ではないと言うと、激昂する人々が周囲に
は多い。しかし各種資料が明示するように、わ
れわれの姓氏の中には歴史時代を通して中国や
日本・ベトナムをはじめ遠近各国から帰化した
人々を祖先とする事例がひとつやふたつではな
い。もしわれわれが『5000年単一民族』を額面
どおりに信じるのならば、姓氏の祖先がもともと
韓半島にいなかったことが明らかな数多くの現
― 52 ―
代韓国人たちを、今後は韓国人とみなしてはなら
ないだろう」（李鮮馥、前掲論文、64～65頁）。
35 高句麗・百済・新羅の中で、どの国の歴史的遺
産を統一後の新羅が受け継いだであろうか。こ
こでひとつ明らかにしておくべきなのは、他で
もなく新羅が高句麗と百済を征服したという
事実である。征服国であった新羅が、被征服国
である高句麗と百済の歴史的遺産を受け継ぐ
義務はなかった点を考慮する必要がある。統一
後の新羅は征服者の権利を行使して高句麗と
百済の数多くの遺産を抹殺し、三国時代新羅の
歴史的遺産を受け継いだことは事実である。そ
の過程でかつての高句麗と百済の支配勢力た
ちは新羅骨品制の下級身分として編成され、時
間の経過とともに新羅社会に溶け込んでし
まったのである（李鐘旭「科学派がつくった
『民族史』から我々をつくった『韓国史』へ」
『韓国古代史探求』創刊号、2009、11頁）。
36 これと関連して、李鮮馥の次のような指摘に注
目する必要があろう。「われわれはよく、われ
われ自身を檀君の子孫と称し、5000年の悠久
な歴史をもつ単一民族であると称している。こ
の言葉を額面どおり受け入れれば、韓民族は
5000年前にひとつの民族集団としてその実体
が完成され、そのとき完成された実体が変化す
ることなく、そのまま現在まで続いたという意
味になろう。しかしこの言葉は、われわれの歴
史意識と民族意識の鼓吹に必要な教育的手段
にはなるであろうが、客観的証拠に立脚した科
学的で歴史的な事実にはなりえない」（李鮮馥、
前掲論文、64頁）。
　
解説
　本稿は、『韓国古代史探究』第５集（韓国古
代史探究学会、2010年）に発表された金相勲
氏の論文を日本語に翻訳したものである。
　本論文の翻訳を企図したのは、韓国の現在の
歴史教育や歴史認識を知る上で、きわめて興味
深い内容を含んでいる、と考えたためである。
　著者は、自身の勤務校である韓国・ソウル
特別市の崇文高等学校の生徒を対象に、「韓国
人の起源」についてのアンケート調査を行っ
た。その結果、高校生の多くが、韓国人の祖
先を「壇君」（古朝鮮の建国者）と考え、韓国
に最も大きな影響を与えた古代国家は高句麗
であると考えていることが判明する。
　では、なぜ新羅でも百済でもなく、高句麗
が最も大きな影響を与えた古代国家だと考え
られたのか。７世紀後半に古代の三国（高句
麗・百済・新羅）を統一した国家は新羅であ
り、その意味では、新羅こそが最も影響を与
えた国家と考えてもよさそうなものである。
　だが中学校や高等学校の国定教科書である
『国史』では、新羅の三国統一は「わが民族」
を包括することができなかった、いわば部分
的統一にすぎず、11世紀に成立した高麗こそ
が、実質的に民族統一を成し遂げた最初の王
朝と評価している。そして高麗は、高句麗、
そしてその後裔の渤海を継承した王朝として
叙述されているのである。最近では三国統一
後の時代呼称を、「統一新羅時代」ではなく、
渤海と新羅が並存した「南北国時代」とするこ
とが一般化しつつあり、高句麗やその後裔と考
えられている渤海を、自国の歴史の中で積極的
に位置づけていこうとする姿勢が顕著である。
　このことから著者は、『国史』にみえる高句
麗－渤海－高麗とつながる歴史叙述構成が、
中高生たちの歴史認識に大きな影響を与えた
のだろう、と考えたのである。
　ではなぜ、高句麗と渤海と高麗とをつなげ
る歴史叙述を、歴史教科書である『国史』は
重視したのだろうか。著者は明確にはふれて
いないが、その背景には、高句麗王権の性格
をめぐる、韓国側と中国側の「歴史紛争」と
― 53 ―
もいうべき対立の構図があるように思う（宋
基豪『東アジアの歴史紛争』ソル出版社（韓
国）、2007年）。高句麗や渤海を中国の地方政
権の１つととらえる中国側の研究の立場と、
これを韓民族によって建国された独立の国家
とみなす韓国側の研究の立場の間には、深い
溝が横たわっており、領土問題などの現実の
政治的課題とも密接にからんで、複雑な様相
を呈している。こうした複雑な問題が、韓国
において高句麗の存在を強調させる言説につ
ながっていることは、否定できないだろう。
　本論文は、アンケート調査の手法や、姓氏
統計を用いた考察部分において、なお検討を
要する部分も少なくないが、現行の歴史教科
書の丹念な読解を通じて、韓国の歴史教育や
歴史認識の現状をあぶり出した点において、
大きな意味を持つ。
　たとえば現行の高等学校『国史』では、「わ
が民族は古くからひとつの民族単位を形成し、
農耕生活を基盤とした独自の文化を築いた」
と叙述している。これはいわば「単一民族史
観」であり、「農業中心史観」である。
　これを、卑近な例だが日本史の分野を例に
とって考えてみると、中世史家の網野善彦氏が、
列島社会の多様な地域性を重視し、さらに「水
田中心史観」に疑義を呈して非農業民の存在に
まなざしを向けたことは、よく知られている
（たとえば、『日本の歴史00　「日本」とは何か』
講談社、2000年など）。また、かつて「日本人」
の中に根強く存在した「単一民族神話」が、敗
戦後に強調されるようになった言説であった
ことを小熊英二氏は指摘している（小熊英二
『単一民族神話の起源』新曜社、1995年）。こう
した、いわば「日本史の相対化」の作業を経て、
現在では日本列島の歴史を「農耕生活を基盤と
した単一民族の歴史」と、素朴にとらえること
は、まずなくなったとみてよいだろう。
　では、韓国ではどうだろうか。著者はこの
点を明確に主張しているわけではないが、注
36において「われわれはよく、われわれ自身
を檀君の子孫と称し、5000年の悠久な歴史を
もつ単一民族であると称している。この言葉
を額面どおり受け入れれば、韓民族は5000年
前にひとつの民族集団としてその実体が完成
され、そのとき完成された実体が変化するこ
となく、そのまま現在まで続いたという意味
になろう。しかしこの言葉は、われわれの歴
史意識と民族意識の鼓吹に必要な教育的手段
にはなるであろうが、客観的証拠に立脚した
科学的で歴史的な事実にはなりえない」（李鮮
馥「化石人骨研究と韓民族の起源」『韓国市民
講座』）という主張を引用していることからも
わかるように、これまで「農耕社会を基盤と
する単一民族による悠久の歴史」とみなして
きた歴史認識を、相対化する必要があること
を示唆しているように思う。
　自国の歴史研究で必要なことは、自国の歴史
を相対化することである。本論文は、中学・高
等学校における歴史教育、そして中・高校生の
歴史認識を明らかにすることを通じて、自国の
歴史の相対化を試みたものと評価したい。
　最後になったが、翻訳にあたり、著者の金
相勲氏、韓国・国史編纂委員会の田美姫氏、
東京大学史料編纂所の田島公氏にご助力いた
だいた。記してお礼申し上げる。（三上　喜孝）
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